
• 

広島県立歴史博物館二ュス第82号 平成22年1月

之ど宅 歴史 恋信 組談室

4IT ~ ~ 
博物館に展示してある大きな奮は

割れずにそのまま出てきたの?
ふく げん

博物館の中で，草戸干軒の町並みを実物大で復原した展示室に

は。草戸千軒町遺跡から出土した，土器などいろんな種類の出土日

を展示しています。その中でもt 大きさで目を引くのが 語靖議ゃ
ぴぜんやを

備前焼といった焼き物の歪です。

警は，水 油や穀物などを貯蔵するために使われていたと思われ

ます。高さが 1m，胴回りが 3m近くもある大きな聾は，水などをいっ

ぱい入れると不安定になるので!中世の人々は，倒れたりし芯いよ

うに半分地面に埋めた形で使っていたようです。

発掘調査の現地では!重Eをはじめ多くの出土晶が，バラバラに割

れた状態で出土します。品樋£畠と呼ぶ土器の皿などでは， 1回

使っただけで割れてもいないのに捨ててしまっている例もあります

が!多くの場合は，壊れるまで，大切に使っていたようです。

乙うして割れた状態で出土した璽13:，遺跡現地から事務所に持ち

帰って尼を落とすため水洗いをしてi 乾燥させます。その後!元

の割れていない状態へ戻す作業を行います。この作業を「復元作業」

と言います。

バラバラに割れた歪の破片を!一つす"つ接着剤でくつつけていき

ますが，同じよう芯色や厚さの破片がたくさんある中からピッタリ

くっつく破片を選び出すのは，なかなか難しい作業です。またパズ

ルと違って 1 全ての破片があるとは限うないので，破片が足りない

場合は!石膏などで芯く怠った破片を作って!その上から色を塗ります。

展示してある蛮

聾の出土状況

復元作業の様子

現在展示室にある聾は，一見割れていない完全芯形に芯っていますが，表面にヒヒ凶が入ったように
こうた〈

見えたり場所によって光沢が違ったりしています。これらは全て復元作業を経たものです。復元作

業をすることで，警の大きさや遣いが実感できると思います。

これから皆さんは，各地の博物館や資料館へ行ってi 展示してある出土品を見るととでしょう。展

示してある土器が復元しであったら，その蔭で復元作業という地道な作業があることを思い出してく

ださい。
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